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近年，北海道では来道観光客によるレンタカー観光の需要が急激に高まっており，そのレンタカーの観光行

動について，これまで多くの研究が行われてきた．筆者らは北海道レンタカー観光客へのさらなる観光促進

戦略として One More 観光の研究を行ってきた．One More 観光とは，観光客の現在地や目的地をもとに立ち

寄り可能な観光スポット情報を提供し，最終目的地に行く前に，到着予定時刻までの余った時間を利用し

て，”もう一か所”観光してもらうことである．本研究では，意識調査により One More 観光情報の提供によ

る，レンタカー観光客の行動の選好意識を分析し，One More 観光の需要について明らかにすることを目的

とする． 
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1． はじめに 

 
近年，北海道では来道観光客によるレンタカー

観光の需要が急激に高まっている．そのため，北

海道の地域経済活性化に向けたレンタカー観光促

進戦略を構築するため，レンタカー観光客の観光

行動について，これまで多くの研究が行われてき

た．そのような中で，レンタカーによるドライブ

観光は他の交通手段と比べても，走行ルートや時

間の自由度が高いため，観光スポットや宿泊先に

おける到着時刻のばらつきが大きい 1)ことや，旅

行中予定よりも時間が余る観光客の割合が高い 2)

といった傾向があることが明らかにされてきた． 
この様な行動特性に着目し，筆者は北海道レン

タカー観光客への効率的な観光促進戦略として

One More 観光の研究を行ってきた．One More 観

光とは，観光客の現在地や目的地をもとに立ち寄

り可能な観光スポット情報を提供し，到着予定時

刻までの猶予時間を利用して目的地に到着する前

にもう一か所観光してもらうことである(図-1)．
本研究では，One More 観光情報の提供による行動

の選好意識を明らかにすることを目的とする．す

なわち，One More 観光が北海道の観光ビジネスと

して今後展開した時の需要について明らかにする

ものである． 
 

 
図-1 One More 観光情報提供のイメージ図 

 

2. 本研究の分析方法 

  
本研究の分析の流れを図-2 に示す．本研究では，

One More 観光が観光ビジネスとして展開し，アプ

リにより北海道のレンタカー観光客に情報提供さ

れることを想定した意識調査を行うことで One 
More 観光の行動選択モデルを構築し，おすすめ観

光スポットへもう一か所立ち寄る確率を求める．

現在地

目的地

観光スポットまで
の推奨ルート

立ち寄り可能な観光スポット

現在時刻○○：◇◇

到着時刻△△：□□
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また，北海道を周遊観光するレンタカー台数につ

いて，ETC2.0 プローブデータの分析から地域別に

稼働台数を算出し，選択確率と掛け合わせること

で，One More 観光情報提供の需要，つまりおすす

め観光スポットへ立ち寄るレンタカー台数につい

て推計する． 
 

 
図-2 本研究の分析の流れ 

 

3．意識調査の実施 

 
(1) 意識調査の概要 

Web アンケート配信を実施し、運転免許を保有

している 20~59 歳の方に本研究の意識調査につい

て回答してもらい，合計 464 サンプル回収した．

調査票では個人属性や回答者の観光特性に関する

設問，One More 観光アプリのダウンロード意向な

どについて答えてもらった．また，北海道でのド

ライブ観光の際に宿泊先や空港に向かう前に One 
More 観光アプリによって情報を入手したという状

況を回答者に想定してもらい，その後おすすめし

た観光スポットに立ち寄るかどうかの選択行動に

ついて尋ねた． 
 

(2) One More 観光アプリのダウンロード意向 
 One More 観光アプリのイメージや使い方につい

て回答者に図-3 のようなイラストを用いながら説

明し，アプリのダウンロード意向について尋ねた

(図-4)．回答者のうちダウンロードしたいと思う

と答えた割合は約 79.7%であった． 
 

 
図-3 One More 観光アプリの利用イメージ 

 
図-4 One More 観光アプリのダウンロード意向割合 

 

4. One More 観光行動選択モデルの構築 

 
(1) モデルケースの内容と変動要因 
 One More 観光情報提供による立ち寄り選択行動

モデルを構築するにあたり，図-5 のようなイラス

トを用いながら以下の内容のモデルケースを意識

調査において回答者に提示した． 
「回答者は北海道でドライブ観光をしており，そ

の日の観光をほぼ終了したので，最終目的地に向

かおうとしているが，予定よりも早く到着すると

いう状況の際，One More 観光アプリによって時間

内でも立ち寄り可能な観光スポットの情報を入手

した．」 
このようなモデルケースを回答者に想定しても

らい，その後の行動選択について尋ねた．その日

の最終目的地には宿泊先と空港の 2 パターン用意

し，それぞれの場合において表－1，表－2 の要因

と水準を設定し，実験計画法で用いられる L8 直

交表に割り付けた．回答者 1 人当たり宿泊先 2 パ

ターン，空港 2 パターン，合計 4 パターンのモデ

ルケースを提示した． 
 

 
図-5 One More 観光情報提供による行動選択イメージ 

 

ETC2.0レンタカープローブ
データの分析

地域別レンタカー
訪問割合の算出

One More観光情報提供
における需要推定

One More観光に関する
意識調査の実施
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表-1 目的地が宿泊先の場合の要因と水準 

 
 

表-2 目的地が空港の場合の要因と水準 

 
 

(2) 効用関数の構築とパラメータ推定結果の考察 
 One More 観光情報提供による立ち寄り選択行動

について，目的地が宿泊先と空港のパターンごと

に「おすすめ観光スポットに立ち寄ってから目的

地に向かう」「おすすめ観光スポットに立ち寄ら

ずに目的地に向かう」を目的変数とした二項ロジ

ットモデルを構築した．最尤推定法により目的地

が宿泊先の場合において得られた効用関数を式(1)，
式(2)に，パラメータ推定結果を表-3 に示す．また，

目的地が空港の場合において得られた効用関数を

式(3)，式(4)に，パラメータ推定結果を表-4 に示す． 
 

表-3 目的地が宿泊先の場合のパラメータ推定結果 

 
 

𝑃𝑃𝑖𝑖 =  
1

1 + 𝐸𝐸𝐸𝐸𝑃𝑃(−𝑈𝑈𝑖𝑖)
 (1)                                             

𝑈𝑈𝑖𝑖 =  𝛽𝛽1(𝐷𝐷𝐸𝐸𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷) + 𝛽𝛽2(𝐿𝐿𝐷𝐷𝐷𝐷𝐿𝐿𝐸𝐸)

+ 𝛽𝛽3(𝐷𝐷𝐷𝐷𝑃𝑃𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷) + 𝛽𝛽4(𝐿𝐿𝐷𝐷𝐷𝐷𝑀𝑀𝐷𝐷𝑃𝑃𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷)

+ 𝛽𝛽5(𝐷𝐷𝐷𝐷𝐼𝐼𝐷𝐷) + 𝜀𝜀 (2) 

𝑃𝑃𝑖𝑖：条件 i でのおすすめ観光スポットに立ち寄る確率[%] 

𝑈𝑈𝑖𝑖：条件 i でのおすすめ観光スポットに立ち寄る効用 

 
 
 
 

表-4 目的地が空港の場合のパラメータ推定結果 

 
 

𝑃𝑃𝑗𝑗 =  
1

1 + 𝐸𝐸𝐸𝐸𝑃𝑃�−𝑈𝑈𝑗𝑗�
 (3)            

𝑈𝑈𝑗𝑗 =  𝛽𝛽1(𝐷𝐷𝐷𝐷𝐴𝐴𝑃𝑃𝐸𝐸𝐷𝐷𝐴𝐴) + 𝛽𝛽2(𝐿𝐿𝐷𝐷𝐷𝐷𝐿𝐿𝐸𝐸)        

                     +𝛽𝛽3(𝐿𝐿𝐷𝐷𝐷𝐷𝑀𝑀𝐷𝐷𝑃𝑃𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷𝐷) + 𝛽𝛽4(𝐷𝐷𝐷𝐷𝐼𝐼𝐷𝐷) + ε (4)  

𝑃𝑃𝑗𝑗：条件 j でのおすすめ観光スポットに立ち寄る確率[%] 

𝑈𝑈𝑗𝑗：条件 j でのおすすめ観光スポットに立ち寄る効用 

 
目的地が宿泊先，空港の場合ともに目的地特性

や周辺の環境，到着予定時刻に対する猶予時間が

One More 観光選択行動に影響を与えることが分か

った．また，両者ともにできるだけ多くの観光ス

ポットを訪れたいと思うかどうか，インターネッ

トやスマホを使って観光情報を入手するかどうか

といった観光特性が有意となった． 
また，One More 観光情報提供によるおすすめ観

光スポットへの選択確率を，目的地別に「目的地

の到着予定時刻に対する猶予時間」を変動させる

ことにより図-6 のように表現した． 
 

 
図-6 目的地別 One More 観光選択確率 

 
「温泉・リゾート」「一般ホテル」などの宿泊先

よりも空港の方が猶予時間の大小による選択確率

への影響度が大きい．これは，宿泊先よりも空港

の方が，レンタカーの返却時刻や飛行機の出発時

刻など，より時間的制約が強く，絶対に遅れるこ

とのないよう時間により余裕をもって行動したい

と思う回答者が多いためであると考えられる． 

評価要因 水準1 水準2

目的地のカテゴリ 温泉・ リ ゾート 一般ホテル

その日の走行時間 1時間 5時間

訪問個所数 少ない 多い

目的地の到着予定時

刻に対する猶予時間
30分 90分

宿泊先周辺の環境
宿泊先に到着した後、 歩いて回れ

る観光スポッ ト が周り に多い地域

宿泊先に到着しても、 歩いて回れ

る観光スポッ ト が周り に無い地域

評価要因 水準1 水準2

その日の走行時間 1時間 5時間

訪問個所数 少ない 多い

目的地の到着予定時

刻に対する猶予時間
30分 90分

空港の設備
空港内に観光設備やお土産店、 飲

食店などが豊富

空港内にお店など時間を潰せるよ

う な施設が十分にない

説明変数 変数説明 設定方法 t値 判定

DESTINATION 変動要因(宿泊先) 温泉旅館:1、 一般ホテル:0 β₁ -0.488 -2.326 *

LTIM E
変動要因(目的地の到着予定時刻に

対する猶予時間)
猶予時間(分) β₂ 0.009 2.635 **

NSPOTS 変動要因(宿泊先周辺の環境)
周り に観光スポッ ト が多い:1

周り に観光スポッ ト が少ない:0
β₃ -0.615 -2.912 **

M ANYSPOTS
できるだけ多く の観光スポッ ト を

訪れたい(あてはまる度合い)
あてはまる:1、 あてはまらない:0 β₄ 0.837 3.826 ***

INFO 観光情報入手方法
インターネッ ト やスマホを使う :1

インターネッ ト やスマホを使わない:0
β₅ 0.572 2.758 **

定数項 ε 0.737 2.225 *

サンプル数

修正済み尤度比 0.372

パラメ ータ

700

***0.1% 有意　 **1% 有意　 *5% 有意　 .10% 有意

説明変数 変数説明 設定方法 t値 判定

AIRPENV 変動要因(空港の環境)
観光設備が整っている:1

観光設備が不十分:0
β₁ -0.518 -2.667 **

LTIM E
変動要因(目的地の到着予定時刻に

対する猶予時間)
猶予時間(分) β₂ 0.016 4.395 ***

M ANYSPOTS
できるだけ多く の観光スポッ ト を

訪れたい(あてはまる度合い)
あてはまる:1、 あてはまらない:0 β₃ 0.795 3.909 ***

INFO 観光情報入手方法
インターネッ ト やスマホを使う :1

インターネッ ト やスマホを使わない:0
β₄ 0.600 3.189 **

定数項 ε -0.216 -0.713

サンプル数

修正済み尤度比

パラメ ータ

700

0.269

***0.1% 有意　 **1% 有意　 *5% 有意　 .10% 有意
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5. 地域別レンタカー稼働台数の算出 

 
(1) 分析に利用するデータの概要 

One More 観光はビジネスのスタートとしてトヨ

タレンタリース札幌新千歳空港ポプラ店(以降ポプ

ラ店と呼称)を利用するレンタカー観光客を対象に

アプリ認知を行い，ビジネス展開していく構想で

ある．そのため，本研究では，筆者らの既存研究
1)で利用した 2016 年 6 月~11 月の期間においてポ

プラ店を発着する ETC2.0 車載機を搭載した 40 台

のレンタカーのプローブデータ(表-5)を分析に利

用し，One More 観光行動選択確率に掛け合わせる

稼働台数について算出する． 
 

(2) 地域別稼働台数の推定 
地域別のレンタカー稼働台数の算出フローにつ

いて図-7 に示す． 
 

 
図-7 地域別稼働台数の算出フロー 

 
40 台の ETC2.0 車載機搭載車の稼働履歴からに

日ごとに稼働率を求め，稼働しているレンタカー

の目的地を宿泊先と空港の 2 つに分類し，割合を

求めてそれぞれ月別に平均する．そして，ポプラ

店のピーク時の稼働台数 550 台を最も稼働率の高

い月の台数に相当させることで月別に 1 日当たり

の目的地別稼働台数を推定する． 
 次に，40 台分の ETC2.0 プローブデータから宿

泊先トリップデータを抽出し，12 地域に分類して

割合を算出する．そして，ポプラ店の日別宿泊先

到着台数を乗じることで 1 日当たりの地域別稼働

台数を推定する．(表-5) 
 

表-5 1 日当たりの地域別稼働台数

 
 
 

6. One More 観光情報提供の需要推計 

  
4.で求めた One More 観光選択モデルに説明変数

を全パターン代入し，ETC2.0 プローブデータ、ア

ンケート結果からそれぞれのパターンに対応する

稼働台数を算出して乗じる．そしてアプリのダウ

ンロード率を掛け合わせることで 1 日当たりの

One More 観光おすすめスポットへ立ち寄る台数を

算出した．(図-8) 
 

 
図-8 1 日当たりの One More 観光台数 

 
最も多いのは 7 月で，1 日約 150 台のポプラ店

を発着するレンタカーが One More 観光する．全

体的にポプラ店近郊の人気観光地域における割合

が高い．また，新千歳空港近郊における割合も高

く，ポプラ店に限らず発着地点に隣接する観光ス

ポットにおける One More 観光の立ち寄り促進効

果が大きいことが考えられる． 
 

7. おわりに 

 
本研究では，One More 観光行動選択モデルを構

築し，One More 観光行動の選好意識，ビジネスの

需要について明らかにした．ポプラ店発着のレン

タカー観光客に対し One More 観光ビジネスを始

動すると，7 月に最も需要が高まり，1 日に約 150
台が全道で One More 観光することが分かった．

また，発着地であるポプラ店近辺の観光スポット

における One More 観光需要が高かったことが分

かった．今後，ポプラ店のみならず，北海道全域

に One More 観光認知促進のためのビジネス拠点

を増やしていくことで，拠点近辺の観光スポット

における One More 観光需要を上昇させ，北海道

の地域経済活性化により大きく貢献できるような

観光ビジネスへと発展する可能性がある． 
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(H28 6月 ~ 11月)

ポプラ店発着の
実稼働台数

[台/日]

12地域別宿泊先
トリップ割合

[%]

日別宿泊先到着台数
[台/日]

日別空港帰着台数
[台/日]

新千歳空港
ポプラ店

12地域別宿泊先
到着台数
[台/日]

12地域別稼働台数
[台/日]

全て1日における稼働
台数を6月~11月にお

ける月別に平均

拡大、換算

( )

宿泊先トリップ
データ抽出

宿泊先 空港

6月 82.56 4.25 1.82 71.67 48.57 30.96 6.07 37.64 57.07 1.21 6.68 11.53 13.36

7月 125.07 6.44 2.76 92.94 73.57 46.90 9.20 57.02 86.44 1.84 10.12 17.47 20.23

8月 103.76 14.69 13.77 101.95 67.95 47.75 13.77 37.65 71.62 6.43 14.69 10.10 20.20

9月 82.23 4.39 4.39 57.53 37.28 26.31 12.06 28.51 29.60 3.29 15.35 5.48 7.68

10月 110.01 2.08 11.07 65.19 26.98 42.90 26.98 22.14 22.14 0.69 5.54 7.61 8.99

11月 64.68 1.22 6.51 46.19 15.86 25.22 15.86 13.02 13.02 0.41 3.25 4.47 5.29
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